
 

 

 

＜平成２９年５月発行第８号＞ 

 

顕彰会だより第８号に寄せて 

                  清河八郎顕彰会 会長 正 木 尚 文 

爽やかな風の吹く初夏の頃となりました。 

日頃から顕彰会には多大なご支援ご協力を賜りまして、諸事業も計画に沿い実施できましたこ
とは皆様のお陰と感謝申し上げます。 

 昨年は初の試みとして顕彰剣道大会に代わり、顕彰剣道錬成会として田川地区剣道連盟から全
面的なご支援のもと実施することが出来ました。大変好評を得まして今後も続けていくことと、
中高生にも参観してもらいたいと思いました。 

 また大変有り難いことが有りました。山形県の広報誌「県民の歩み」３月号の「にっこり知事
室」に「文武両道の志士清河八郎」というテーマで
山形県知事吉村美恵子様から紹介を頂きました。 

 一節を紹介いたしますと『庄内町には「清河八郎
記念館」と「清河神社」があり、一度は訪れて幕末
に活躍した若き志士に思いを馳せてはいかがでしょ
うか。』と書いて頂きました。大変嬉しい限りであ
り、心より感謝申し上げます。 

 今年度も計画に基づき諸事業を進めてまいります
ので、一層のご支援ご指導を賜ますようお願い申し
上げます。 

 

 

 第５回清河八郎文武体験子ども塾  

    

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年 7 月 27 日（水）に、立川地区、余目

地区の小学校からそれぞれ 7 名ずつ、14 名が参加

して開催されました。 

午前は金華山歓喜寺での座禅体験、午後からは

八郎講座と剣道を体験しました。 

最初は初めて顔を合わせることもあり遠慮がち

でしたが、時間が経つにつれて親しくなり、夕食

の準備時間になる頃には皆さんお友達になってい

ました。夏休みになった機会を捉えて、八郎の文

武両道の精神を学んでもらおうと企画した事業で

すが、同時に、庄内町の子ども達の交流にも役立

った一日となりました。 

 

自分たちで作ったカレーに大満足  

立派な終了証が手渡されました 

竹光を使って新聞紙を一刀両断 

八郎座像の前で記念撮影 



 

 

 

 

第８３回清河八郎顕彰剣道錬成会 

平成 27 年は、諸事情により休止していた顕彰剣

道大会でしたが、平成 28 年 7 月 2 日(土)旧清川小

学校体育館を会場に、顕彰剣道錬成会として新た

にスタートすることになりました。 

厳かに尺八演奏が響きわたる中で、真剣による

日本剣道形の奉納に始まり、その後、教士、錬士

の有段者 18 名による立ち合い稽古が行われました。

開催にあたっては田川地区剣道連盟から全面的な

ご理解とご支援を頂きました。反省会では、加藤

会長から「これからも続けて欲しい」と励ましの言葉を頂いております。 

自然の恵みに感激！ 

～～歩歩いいてて楽楽ししむむ回回天天のの道道とと清清川川歴歴史史のの旅旅～～  
 

 

 

 

 

 

 

 

修復中坐像 

こんなに採れております 

八郎の肖像画と一緒に記念撮影 

平成 28 年 6 月 11 日（土）に 20 名、10 月 16 日（日）に 15 名（申し込み 18 名）の参加者で

両日とも天候に恵まれての開催でした。 

午前は回天の道を歩き、北月山荘で昼食・入浴を楽しみ、午後から清川の散策を行いました。 

特に昨年の秋はキノコの豊富な年に当たったのか、回天の道の両側にスギヒラタケ（スギワ

ケ）の生えた切株を所々に見ることが出来ました。開催して 4 年目になりますが、こんなことは

初めて。思わぬ自然の恵みに感激の様子で、皆さん「夕食の一品が増えた」と喜んでいました。 

清清清河河河八八八郎郎郎肖肖肖像像像画画画ととと一一一緒緒緒ににに記記記念念念撮撮撮影影影   

短短短時時時間間間でででこここんんんなななににに採採採れれれててていいいままますすす    自自自然然然ののの恵恵恵みみみににに大大大感感感謝謝謝    

鋭鋭鋭さささががが感感感じじじららられれれたたた立立立ちちち合合合いいい稽稽稽古古古    



  

 

清河八郎記念館コーナー 
:::::::::::::::::::::::::::::::若き清河八郎 父への手紙でつづった 

≪西遊草≫「母母母とととののの旅旅旅中中中記記記」を開催しました:::::::::::::::::::::::::::::::::: 
安政２（１８５５）年、八郎が母・亀代を伴って

約半年掛けて伊勢参りをした際に立ち寄った各地の

状況や、日本の今に対する思いを書き記した旅行記

「西遊草」（山形県指定文化財）全八巻の中から、

清川の父宛に

送った手紙を

抜粋して時系

列にまとめ、

パネルにして

展示しました。 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

八郎の祥月命日であり、妻お蓮の月命日

でもある５月３０日に、崇敬者約６０名の

皆さんからご参列頂き例大祭を挙行致しま

した。 

当日は、八郎が剣術の目録を受けた、北

辰一刀流玄武館館長千葉榮二郎の子孫であ

る、熊木慶忠氏から初めて参列して頂きま

した 

厳かな神事と共に、日本九重流詩吟の会

立川支部による奉吟を行った後に、直会に

入り、その中で熊木氏から「玄武館に関す

る資料は残念ながらほとんど残っていない。この様に多くの資料が収集され残っていることは本

当に素晴らしいことです。」と感激された様子で挨拶を頂きました。 

西遊草（山形県指定文化財）全八巻 開催を知らせる大型立て看板 

 

清河神社コーナー 
 

直直直会会会ででで挨挨挨拶拶拶をををすすするるる熊熊熊木木木慶慶慶忠忠忠氏氏氏    

庄内町史資料 5 号 

～～～～清河八郎関係書簡五～～～～ 
 本書簡集には、安政４（1857）年４月から同６（1859）年秋までの

書簡４５通が収められております。千葉周作より免許状（中目録）の

内示を受け文武両道の塾経営に意欲を燃やしながらも、列強の圧力い

よいよ強まり、幕府の衰退や天変地異も重なり物情騒然とした日本で

尊王攘夷の志を固め世に出ようとする直前の八郎の心情が読み取れま

す。・・・・・あとがきから抜粋。 

■ 記念館で販売しています。１冊１,０００円（消費税込み） 



■  平成２９年度清河八郎顕彰会主な事業及び関連事業 

≪歩いて楽しむ回天の道と清川歴史の旅≫ 

 今年度も春、秋の年二回の実施を予定しております。八郎が大志を抱き歩んだ肝煎から添川

までの山道（回天の道）を歩き、また清川に伝承されている歴史物語を町内外の皆さんに知っ

てもらいたいと思っております。 

≪文武体験子ども塾≫ 

 夏休み中の子ども達から八郎が目指した文武両道の道を体験し、実際に学んでもらう事業と

して定着してまいりました。座禅や八郎に関する講義、そして剣道の体験を行うものです。 

≪第８４回清河八郎顕彰剣道錬成会≫ 

 文武両道に秀でた八郎の偉業を讃え、併せて田川地区剣道指導者同士の鍛錬の場として今年

も練成会を開催します。 

≪出前講座・ギャラリートーク≫ 

昨年は、7 月 21 日（木）に清川公民館主催で成人大学と、松寿大学合同による「西遊草」解

説講座を開催しました。八郎に関するどんなことでも声が掛かれば出向きますので、是非とも

この機会にご活用いただければと思います。清河八郎記念館で連絡をお待ちしております。 

≪清河神社例大祭≫ 

 毎年、八郎の祥月命日であり、妻お蓮の月命日でもある５月３０日に挙行致しております。

皆さんも是非八郎の遺徳を偲びご参拝下さい。 

■  顕彰会への加入状況                        

（単位：人／△：減） 

年  度 
清 川 

地区内 

清 川 地 区 外 
合 計 

町内 庄内 内陸 県外 法人等 計 

平成 27 年度 168 47 20 6 30 12 115 283 

平成 28 年度 170 47 19 8 34 16 124 294 

増   減 2  △1 2 4 4 9 11 

顕彰会への継続及び新規加入のお願い 

平成２８年度における顕彰会への加入状況は、上表のとおり対前年度比 3.9%、１１人増の２

９４人となっております。平成２１年３月設立した顕彰会も多くの皆様に支えられ、各種事業

を展開することができました。 

顕彰会に未加入の方につきましては、是非、顕彰事業にご賛同を頂きご加入くださいますよ

うお願い申し上げます。会員の皆様には記念館入館無料の年間パスポートの特典を準備してお

ります。また賛助会員として５，０００円以上の皆様には、さらに特典として庄内町史資料第

五号「清河八郎関係書簡五」の謹呈等準備いたしております。    

顕彰会及び記念館に関するお問い合わせは 

☎０２３４－５７－２１０４（清河八郎記念館 ＦＡＸ兼用）へお願い致します。 

■ 清河八郎記念館Ｅ-mail：spcp4yb9@pearl.ocn.ne.jp 

■ 清河八郎ホームページ：http://www.navishonai.jp/hachiro/ 

■ 清河八郎顕彰会のブログ：http://plaza.rakuten.co.jp/kaiten/  

平成２８年４月１４日付け「荘内日報」掲載記事です。 


